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は
じ
め
に
 
 

『
菅
家
須
磨
記
』
 
は
、
菅
原
道
真
が
宇
多
上
皇
に
重
用
さ
れ
て
右
大
臣
に
任
 
 

官
し
た
も
の
の
、
藤
原
時
平
の
蔑
言
に
よ
っ
て
失
脚
、
塾
居
の
後
に
大
宰
権
帥
 
 

へ
の
左
遷
が
決
ま
り
、
都
を
離
れ
て
海
路
須
磨
に
至
る
ま
で
の
間
の
心
境
や
周
 
 

囲
の
人
々
の
様
子
が
描
か
れ
た
実
録
風
の
読
み
物
で
あ
る
。
道
真
自
作
と
信
じ
 
 

ら
れ
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
も
と
よ
り
自
作
説
に
は
信
憑
性
が
な
く
、
 
 

お
そ
ら
く
は
近
世
に
な
っ
て
作
ら
れ
た
偽
書
な
い
し
仮
託
書
で
あ
る
こ
と
は
明
 
 

白
で
あ
る
。
 
 
 

た
だ
し
、
道
真
自
作
を
装
っ
て
い
る
せ
い
か
、
い
か
に
も
古
め
か
し
い
硬
質
 
 

な
文
体
で
書
か
れ
、
特
異
な
語
彙
や
耳
慣
れ
な
い
表
現
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
 
 

れ
て
い
る
。
も
と
も
と
こ
な
れ
た
文
章
で
は
な
い
上
に
、
写
本
で
流
布
し
た
た
 
 

め
に
転
写
過
程
で
の
乱
れ
も
加
わ
っ
て
、
非
常
に
難
解
で
あ
る
。
 
 
 

諸
伝
本
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
難
解
な
文
章
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
書
写
 
 

者
や
所
蔵
者
な
ど
、
こ
の
作
品
の
享
受
者
た
ち
の
努
力
の
跡
が
、
傍
書
や
欄
外
 
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
菅
家
須
磨
記
・
須
磨
記
・
菅
原
道
真
・
偽
書
・
紀
行
・
注
釈
 
 

『
菅
家
須
磨
記
』
注
釈
本
の
展
開
 
 

書
き
入
れ
、
貼
り
紙
な
ど
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
本
が
多
数
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
 
 

れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
編
に
詳
し
い
注
釈
を
施
し
た
注
釈
書
と
言
う
べ
き
本
 
 

も
、
少
な
く
と
も
二
種
類
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
そ
の
二
種
の
注
釈
本
を
中
心
に
、
近
世
に
お
け
る
 
『
菅
家
須
磨
 
 

記
』
 
の
注
釈
・
読
解
研
究
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
 
 
 

一
 
注
釈
研
究
の
始
ま
り
 
 

『
菅
家
須
磨
記
』
 
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
の
だ
 
 

が
、
現
存
諸
伝
本
の
奥
書
類
か
ら
判
断
す
る
と
、
享
保
十
三
年
 
（
一
七
二
八
）
 
 

あ
た
り
が
最
も
古
い
書
写
の
記
録
で
あ
る
。
本
書
の
享
受
は
享
保
年
間
か
ら
始
 
 

ま
っ
た
わ
け
で
、
お
そ
ら
く
成
立
も
そ
れ
を
遡
る
こ
と
遠
か
ら
ぬ
頃
と
考
え
て
 
 

よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 
 

1
 
壷
井
義
知
に
よ
る
振
り
漢
字
・
傍
注
・
欄
外
注
 
 
 

本
書
を
早
い
時
期
に
書
写
し
、
流
布
に
大
き
く
寄
与
し
た
人
物
と
し
て
、
有
 
 

一
 
 
 

妹
 
尾
 
好
 
信
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よ
し
ら
か
 
 

職
故
実
家
と
し
て
知
ら
れ
る
壷
井
義
知
 
（
明
暦
三
年
 
（
一
六
五
七
）
－
享
保
二
 
 

」 

十
年
 
（
一
七
三
五
）
）
 
と
、
そ
の
門
人
で
あ
る
多
田
義
俊
 
（
南
嶺
）
 
（
元
禄
十
一
 
 

年
（
一
六
九
八
）
－
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
）
 
の
二
人
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
 
 

り
わ
け
、
義
知
は
本
書
を
最
初
に
知
識
階
級
に
紹
介
し
た
人
で
あ
る
と
言
え
そ
 
 

う
だ
。
 
 
 

義
知
自
筆
と
見
ら
れ
る
写
本
が
内
閣
文
庫
に
存
在
し
、
そ
の
本
の
奥
書
に
は
、
 
 

川
嶋
氏
 
 

此
一
書
加
州
金
沢
或
人
之
許
よ
り
借
写
し
て
 
 
 

且
加
傍
字
詰
 
 

壷
井
義
知
回
 
 

と
あ
っ
て
、
底
本
が
加
賀
金
沢
の
川
嶋
某
よ
り
借
り
て
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
 
 

と
と
、
義
知
が
傍
字
を
加
え
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

傍
字
と
は
主
に
振
り
漢
字
で
あ
り
、
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
仮
名
の
多
い
文
章
 
 

な
の
で
意
味
が
と
り
に
く
い
た
め
、
漢
字
を
傍
害
し
て
読
解
し
や
す
く
し
た
処
 
 

置
で
あ
る
。
冒
頭
の
四
行
を
掲
げ
る
と
、
 
 

昌
泰
ふ
た
は
し
ら
に
あ
た
れ
る
・
つ
ち
の
と
の
ひ
つ
し
の
年
 
 

中
†
吊
 

二
月
中
こ
ろ
・
ゆ
く
り
な
き
み
こ
と
の
り
を
か
し
こ
ま
り
て
・
 
 

腹
気
無
叫
卜
詞
ナ
リ
 
 

大
納
〓
【
 
 

お
ほ
い
も
の
申
と
い
へ
る
さ
へ
・
身
に
は
お
ほ
け
な
く
そ
お
も
ふ
 
 

人
臣
越
任
 
 

へ
き
を
・
ら
ム
り
の
お
と
～
を
な
ん
を
ち
に
ん
遥
に
思
ひ
な
し
て
・
 
 

の
よ
う
に
あ
る
 
（
「
・
」
 
は
朱
に
よ
る
読
点
）
。
「
お
ほ
け
な
く
」
 
に
 
「
覆
－
気
 
 

無
」
 
と
漢
字
を
当
て
た
だ
け
で
な
く
、
「
卑
下
詞
ナ
リ
」
 
と
記
し
て
い
る
の
 
 

は
、
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
全
体
を
み
る
と
、
「
東
の
雲
は
曙
な
 
 

ん
と
も
せ
さ
る
に
も
・
衣
裳
を
さ
へ
さ
か
し
ま
た
て
～
ま
う
の
ほ
る
事
」
 
（
2
 
 

ウ
）
 
と
あ
る
本
文
に
 
「
詩
経
」
 
と
典
拠
文
献
を
傍
害
し
て
示
し
た
り
、
「
第
七
 
 

末  

彼   

二
 
 

の
御
方
」
 
（
3
オ
）
 
に
 
「
賓
世
親
王
」
、
「
左
の
お
と
～
」
 
（
3
ウ
）
 
に
 
「
時
平
公
 
 

（
墨
）
」
 
「
左
大
臣
時
平
公
 
（
朱
）
」
、
「
自
大
夫
」
 
（
5
ウ
）
 
に
 
「
名
春
彦
」
 
と
傍
 
 

害
し
て
人
物
名
を
注
記
す
る
な
ど
、
注
釈
的
な
傍
吾
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
記
さ
 
 

れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
傍
注
の
他
に
、
上
部
欄
外
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
注
記
も
、
次
の
六
箇
 
 

所
あ
る
。
 
 イ

ハ
ケ
ナ
キ
 
 
 

①
 
百
草
無
分
之
中
君
濁
秀
ツ
 
匡
衡
秋
蘭
賦
（
「
い
は
け
な
き
よ
を
・
思
 
 

ひ
は
る
け
ん
そ
か
な
し
か
る
へ
き
わ
さ
な
る
へ
し
」
 
（
4
オ
）
 
に
対
す
 
 

る
注
）
 
 
 

②
 
三
善
清
行
諌
菅
公
文
在
文
粋
 
（
「
清
つ
ら
の
ぬ
し
か
さ
く
」
 
（
5
オ
）
 
に
 
 

対
す
る
注
）
 
 
 

③
 
菅
公
女
弾
正
平
宮
之
重
故
謂
貧
家
娘
 
（
「
貧
家
の
娘
」
 
（
8
ウ
）
 
に
対
す
 
 

る
注
）
 
 

④
 
春
海
元
卿
者
平
城
天
皇
近
臣
巧
詞
章
 
（
「
孫
元
卿
」
 
（
9
オ
）
 
に
対
す
る
 
 

注
）
 
 
 

⑤
 
和
気
重
民
は
医
名
撰
医
数
一
巻
（
「
典
薬
の
史
生
和
気
の
重
民
」
（
1
0
ウ
）
 
 

に
対
す
る
注
 
 
 

⑥
 
兼
視
王
家
集
 
い
つ
ま
て
か
わ
か
す
ま
の
う
ら
か
き
り
な
き
雲
の
上
野
 
 

の
岡
の
雁
か
ね
（
「
上
野
の
岡
と
い
ふ
と
こ
ろ
」
（
1
1
オ
）
に
対
す
る
注
）
 
 
 

こ
の
他
、
付
箋
に
記
さ
れ
た
欄
外
注
が
次
の
二
箇
所
あ
る
 
（
傍
注
も
い
く
つ
 
 

か
付
箋
に
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
）
。
 
 

∵
 
 
 

⑦
 
ね
ぢ
け
た
る
 
（
「
ね
ち
け
た
る
と
い
へ
と
」
 
（
1
ウ
）
 
に
対
す
る
注
）
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⑧
 
文
章
生
得
業
生
 
共
大
学
寮
官
也
」
 
（
「
文
章
得
業
の
両
生
」
 
（
1
ウ
）
 
 

に
対
す
る
注
）
 
 
 

ま
た
、
義
知
筆
本
に
は
「
0
0
イ
」
と
傍
害
さ
れ
た
異
文
注
記
も
多
数
あ
り
、
 
 

他
本
と
の
校
合
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
前
見
返
し
に
付
箋
が
貼
ら
 
 

れ
、
「
墨
に
て
文
字
付
る
所
ハ
イ
本
な
り
」
 
と
記
さ
れ
て
い
る
。
金
沢
の
川
嶋
 
 

氏
に
借
覧
し
て
写
し
た
本
以
外
の
別
本
も
参
照
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
義
知
は
 
 

お
そ
ら
く
『
菅
家
須
磨
記
』
 
に
関
し
て
は
じ
め
て
注
釈
的
研
究
を
行
っ
た
人
物
 
 

と
言
っ
て
よ
い
が
、
他
本
と
の
校
合
に
よ
る
本
文
研
究
も
ま
た
最
初
に
手
が
け
 
 

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

諸
伝
本
の
中
に
は
義
知
の
奥
書
を
本
奥
書
と
し
て
持
つ
本
が
多
数
あ
る
の
だ
 
 

が
、
内
容
の
や
や
異
な
る
数
種
の
奥
書
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
示
 
 

し
た
内
閣
文
庫
本
の
形
以
外
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

Ⅰ
 
筑
波
大
学
蔵
A
本
等
 
 

此
一
書
加
州
金
澤
白
川
島
民
侍
来
之
尤
殊
勝
之
御
記
也
 
 

義
知
判
 
 
 

Ⅲ
 
蓬
左
文
庫
蔵
A
本
等
 
 

此
一
書
加
州
金
揮
川
嶋
氏
よ
り
至
来
し
て
写
と
り
 
 

ぬ
尤
殊
勝
之
御
記
也
 
葦
警
義
知
判
 
 
 

Ⅲ
 
射
和
文
庫
蔵
本
等
 
 
 

再
三
校
合
加
朱
字
傍
注
畢
 
 

Ⅳ
 
九
州
大
学
蔵
B
本
 
 
 

右
壷
井
義
知
加
傍
註
畢
 
 

壷
井
義
知
印
判
垂
 
 
 

こ
の
う
ち
、
Ⅲ
が
最
も
一
般
的
な
義
知
の
奥
書
で
、
「
至
来
」
 
を
 
「
到
来
」
 
 

と
す
る
な
ど
小
異
は
あ
る
が
、
多
数
の
伝
本
に
見
え
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
義
知
は
何
度
も
『
菅
家
須
磨
記
』
を
書
写
し
、
傍
注
を
 
 

加
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
門
人
や
知
人
に
貸
し
出
さ
れ
写
さ
れ
 
 

て
、
他
本
と
の
校
合
も
さ
れ
て
世
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
Ⅱ
の
奥
書
の
あ
る
本
の
上
部
欄
外
注
は
内
閣
文
庫
蔵
の
義
知
自
 
 

筆
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
A
～
D
の
四
箇
所
で
あ
る
。
 
 
 

A
 
隆
英
按
、
詩
斎
風
日
、
東
方
未
明
、
顛
倒
衣
裳
、
顛
之
例
之
、
自
公
召
 
 

之
 
（
「
衣
裳
を
さ
へ
さ
か
し
ま
た
て
～
ま
う
の
ほ
る
事
」
 
に
対
す
る
注
）
 
 
 

B
 
易
乾
九
五
交
日
、
飛
龍
在
天
、
利
見
大
人
 
（
「
九
五
象
は
た
れ
し
か
上
 
 

中
下
の
た
か
ひ
め
か
あ
ら
ん
」
 
に
対
す
る
注
）
 
 
 

C
 
論
語
季
氏
篇
日
、
吾
恐
季
孫
之
憂
、
不
在
頻
史
、
而
在
藷
謄
之
内
也
 
 

（
「
あ
や
う
き
事
の
ま
か
き
の
う
ち
よ
り
い
つ
る
事
」
 
に
対
す
る
注
）
 
 
 

D
 
論
語
公
冶
長
日
、
宰
予
重
寝
、
子
日
、
朽
木
不
可
彫
也
、
糞
土
之
謄
不
 
 

可
汚
之
 
（
「
宰
予
か
ね
心
の
す
さ
ひ
」
 
に
対
す
る
注
）
 
 
 

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
典
拠
と
な
っ
た
漢
籍
の
本
文
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
 
 

義
知
自
筆
本
に
は
な
い
欄
外
注
で
あ
る
。
 
 
 

Ⅲ
・
Ⅳ
の
本
に
は
、
文
字
通
り
傍
注
の
み
で
、
欄
外
注
記
は
な
い
 
（
た
だ
し
、
 
 

Ⅳ
の
九
大
本
に
は
 
「
景
光
日
」
 
で
始
ま
る
義
知
注
と
は
別
の
欄
外
注
が
一
箇
所
 
 

あ
る
）
。
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2
 
多
田
義
俊
に
よ
る
校
合
・
付
注
本
 
 
 

神
道
家
で
あ
り
、
浮
世
草
子
の
作
者
と
し
て
も
名
高
い
多
田
義
俊
 
（
南
嶺
）
 
 

は
義
知
の
門
人
で
あ
る
が
、
『
菅
家
須
磨
記
』
 
の
書
写
に
よ
る
流
布
が
始
ま
っ
 
 

て
い
た
享
保
十
五
、
六
年
頃
に
師
に
義
絶
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
義
俊
が
 
 

『
菅
家
須
磨
記
』
 
の
伝
来
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
独
自
の
情
報
を
奥
書
に
記
 
 

し
た
本
が
あ
る
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
筑
波
大
学
蔵
A
本
は
本
奥
書
と
し
て
Ⅰ
の
形
の
義
知
奥
書
を
記
 
 

す
が
、
そ
の
後
に
、
 
 

菅
贈
大
相
国
鮭
二
太
宰
府
之
行
至
二
須
磨
二
一
記
一
巻
、
感
恨
不
少
レ
英
。
菅
 
 

氏
之
緒
紳
六
家
、
高
辻
・
五
条
・
唐
橋
・
東
坊
城
・
桑
原
・
清
岡
、
皆
 
 

（
偉
力
）
 
 

失
一
之
ヲ
於
中
古
之
兵
火
一
、
不
レ
博
一
干
子
孫
二
一
也
。
加
賀
候
某
卿
得
二
一
 
 

本
於
金
澤
府
一
贈
二
億
皐
本
一
各
一
部
諸
菅
家
也
。
別
二
出
レ
自
レ
筑
－
前
一
 
 

商
夫
手
之
本
、
合
二
彼
ノ
加
賀
本
一
大
同
小
異
、
今
在
二
清
家
文
庫
一
也
。
 
 

以
一
両
本
二
退
校
一
合
之
一
粗
如
改
正
本
讃
者
正
一
其
添
塵
一
。
 
 

多
田
義
俊
書
豊
軒
 
 

と
い
う
長
い
義
俊
の
奥
書
が
あ
る
。
道
真
の
子
孫
た
る
菅
原
氏
の
公
家
は
六
家
 
 

に
別
れ
た
が
、
ど
の
家
も
『
菅
家
須
磨
記
』
を
戦
火
で
失
っ
て
伝
え
て
い
な
 
 

か
っ
た
。
加
賀
侯
某
卿
が
金
沢
に
お
い
て
本
書
一
本
を
得
て
、
写
本
を
各
家
に
 
 

贈
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
と
は
別
に
筑
前
の
一
商
夫
か
ら
出
た
本
が
あ
り
、
加
賀
 
 

の
本
と
比
べ
合
わ
せ
る
と
大
同
小
異
で
あ
っ
た
。
今
そ
の
本
は
清
家
文
庫
に
あ
 
 

る
。
自
分
は
両
本
を
も
っ
て
校
合
し
て
正
本
と
言
う
べ
き
新
た
な
写
本
を
作
っ
 
 

た
。
だ
い
た
い
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
義
知
が
金
沢
の
川
嶋
某
 
 

3
 
そ
の
他
の
注
釈
書
き
入
れ
本
 
 
 

大
阪
天
満
宮
蔵
D
本
に
は
、
他
の
義
知
奥
書
を
持
つ
本
に
は
な
い
朱
筆
の
傍
 
 

書
や
異
文
注
記
な
ど
が
多
く
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
義
俊
の
付
 
 

加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
本
に
は
、
林
宜
橋
な
る
人
物
 
（
伝
未
詳
）
 
に
 
 

よ
る
書
き
入
れ
や
異
文
注
記
も
多
数
存
在
し
、
か
な
り
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
 
 

い
る
。
末
尾
に
は
 
「
橋
考
」
 
と
し
て
、
「
む
ま
や
の
お
さ
に
く
し
と
ら
す
る
人
 
 

も
あ
り
け
る
を
」
 
の
 
「
く
し
」
 
に
つ
い
て
の
考
証
と
一
本
の
奥
書
を
記
し
た
紙
 
 
 

四
 
 

か
ら
借
覧
し
た
本
と
い
う
の
は
、
義
俊
の
言
う
 
「
加
賀
本
」
 
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
れ
と
同
様
の
義
俊
奥
書
は
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
本
、
大
阪
天
満
宮
蔵
 
 

C
本
、
同
D
本
、
広
島
大
学
蔵
C
本
な
ど
に
も
見
え
て
い
る
 
（
大
阪
天
満
宮
蔵
 
 

の
二
本
に
は
、
巻
頭
の
見
返
し
や
扉
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
奥
書
で
は
な
く
 
 

識
語
と
言
う
べ
き
か
。
D
本
は
末
尾
が
や
や
簡
略
化
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
）
。
 
 
 

さ
ら
に
、
大
阪
天
満
宮
蔵
D
本
に
は
、
義
俊
に
よ
る
次
の
よ
う
な
別
の
奥
書
 
 

が
見
え
て
い
る
。
 
 

カ
ン
カ
ヘ
 
 

薬
疑
主
人
携
へ
一
此
ノ
聖
文
ヲ
一
束
テ
而
請
フ
一
朱
ヲ
於
余
二
一
勘
一
之
ヲ
定
本
二
一
 
 

春
塘
 
 
 

或
ハ
加
ヘ
テ
一
之
二
案
ヲ
一
還
ス
ト
云
 
 

「
薬
疑
主
人
」
 
と
は
英
疑
斎
と
号
し
た
京
都
の
書
辟
風
月
庄
左
衛
門
 
（
沢
田
 
 

一
斎
、
元
禄
十
年
 
（
一
六
九
七
）
－
天
明
二
年
 
（
一
七
八
二
）
）
 
の
こ
と
、
「
春
 
 

塘
」
 
は
義
俊
の
別
号
で
あ
る
。
葵
疑
斎
が
こ
の
本
を
携
え
て
き
て
義
俊
に
朱
を
 
 

入
れ
る
こ
と
を
請
う
た
と
い
う
。
ど
う
や
ら
義
俊
は
、
英
疑
斎
の
求
め
に
応
じ
 
 

て
本
文
の
整
定
を
行
っ
た
ら
し
い
。
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を
折
り
込
ん
で
い
る
。
宜
橋
も
『
菅
家
須
磨
記
』
 
の
注
釈
的
研
究
に
与
っ
た
人
 
 

物
だ
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

ま
た
、
同
宮
蔵
の
C
本
に
も
、
他
本
に
な
い
朱
筆
の
注
記
が
多
く
記
さ
れ
て
 
 

い
る
。
同
本
に
は
 
「
墨
校
入
江
昌
喜
」
 
（
前
見
返
し
、
義
俊
の
識
語
の
後
に
記
 
 

ま
ふ
±
」
L
L
 
 

す
）
 
と
あ
る
か
ら
、
大
坂
の
町
人
学
者
入
江
昌
喜
 
（
享
保
七
年
 
（
一
七
二
二
）
 
 

－
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
）
 
が
校
合
し
、
墨
に
よ
る
注
記
を
書
き
入
れ
て
 
 

い
る
よ
う
だ
が
、
朱
筆
の
注
記
が
誰
の
所
作
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
 
 
 

さ
ら
に
、
同
宮
蔵
の
A
本
は
 
「
菅
家
集
」
 
と
外
題
し
て
、
「
菅
家
御
博
記
」
 
 

「
菅
家
百
首
」
 
「
菅
家
筑
紫
に
て
御
詠
」
 
と
と
も
に
 
「
須
磨
の
記
」
 
も
収
め
ら
 
 

れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
も
 
「
私
云
」
 
「
案
」
 
な
ど
と
し
て
上
部
欄
外
か
 
 

ら
行
間
に
か
け
て
四
箇
所
に
独
白
の
注
記
を
施
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
は
注
釈
と
言
う
よ
り
は
書
写
者
や
所
蔵
者
の
研
究
的
な
覚
え
書
き
 
 

（
メ
モ
）
 
と
い
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
が
、
全
体
に
わ
た
っ
て
複
数
の
他
本
と
校
 
 

合
を
行
っ
て
異
文
を
注
記
し
、
本
文
の
整
定
や
解
釈
に
関
す
る
注
記
を
施
し
た
 
 

本
に
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
所
蔵
A
本
が
あ
る
。
こ
れ
は
金
沢
 
 

と
だ
か
げ
ら
か
 
 

藩
の
漢
学
者
富
田
景
周
 
（
延
享
三
年
 
（
一
七
四
六
）
－
文
政
十
一
年
 
（
一
八
二
 
 

八
）
）
 
に
よ
る
校
本
で
、
文
化
十
年
 
（
一
八
一
三
）
 
九
月
の
奥
書
が
あ
る
。
そ
 
 

こ
に
は
、
 
 

数
本
を
技
し
て
誤
り
を
正
し
、
句
讃
を
加
へ
、
ま
～
亦
か
た
は
ら
に
か
た
 
 

は
か
り
顕
註
を
副
へ
、
家
に
か
く
し
ぬ
。
し
か
れ
と
も
、
猶
文
義
の
わ
い
 
 

た
め
か
た
き
と
こ
ろ
十
に
五
六
に
捗
れ
り
。
や
つ
か
れ
区
々
耳
観
の
撃
こ
 
 

と
に
、
老
て
精
を
究
め
慮
を
喝
し
、
ま
た
く
考
索
に
日
子
を
費
す
る
を
得
 
 

す
。
幸
ひ
に
今
や
京
師
諸
国
好
古
の
学
さ
か
む
な
れ
は
、
他
日
必
つ
は
ら
 
 

な
る
名
家
完
解
の
善
本
出
へ
し
。
こ
～
ろ
あ
ら
む
人
は
そ
れ
を
待
て
と
り
 
 

定
め
て
可
な
ら
ん
の
み
。
 
 

と
あ
る
 
（
私
に
句
読
点
を
加
え
た
）
。
行
間
に
記
さ
れ
て
い
る
注
記
は
ほ
と
ん
 
 

ど
が
本
文
異
同
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
冒
頭
近
く
に
二
箇
所
独
白
の
欄
外
注
を
 
 

記
し
て
い
る
。
か
な
り
整
っ
た
体
裁
の
本
で
あ
り
、
将
来
の
注
釈
本
作
成
を
庶
 
 

幾
し
て
作
ら
れ
た
校
本
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

二
 
注
釈
本
『
菅
丞
相
須
磨
之
記
』
に
つ
い
て
 
 
 

1
 
三
つ
の
伝
本
と
成
立
時
期
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
実
は
加
賀
の
富
田
景
周
よ
り
も
か
な
り
早
く
、
本
格
的
な
注
釈
 
 

書
を
作
っ
た
人
物
が
い
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
誰
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
 
 
 

『
菅
家
須
磨
記
』
 
の
諸
伝
本
の
中
に
、
全
編
に
詳
細
な
注
釈
を
施
し
た
本
が
 
 

存
在
す
る
こ
と
は
か
つ
て
報
告
し
、
そ
の
う
ち
の
一
本
を
全
文
翻
刻
し
た
 
（
拙
 
 

稿
 
「
翻
刻
・
注
釈
本
『
菅
丞
相
須
磨
之
記
』
 
（
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
・
南
部
家
 
 

旧
蔵
本
）
」
 
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
六
巻
 
（
一
九
九
六
年
十
二
月
）
）
。
 
 

そ
の
際
に
は
、
文
化
二
年
 
（
一
八
〇
五
）
 
五
月
に
 
「
尚
徳
堂
守
拙
」
 
な
る
人
物
 
 

が
書
写
し
た
由
の
奥
書
を
持
つ
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
の
南
部
家
旧
蔵
本
と
、
そ
 
 

の
転
写
本
と
見
な
さ
れ
る
北
海
学
園
大
学
北
駕
文
庫
蔵
本
の
二
本
が
あ
り
、
親
 
 

本
に
あ
た
る
南
部
家
旧
蔵
本
を
底
本
と
し
て
翻
刻
す
る
こ
と
に
し
た
と
述
べ
た
 
 

が
、
そ
の
後
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
C
本
 
（
六
五
一
・
カ
・
一
一
）
 
も
同
 
 

内
容
の
注
釈
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
 
 

五
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九
大
本
は
、
「
菅
丞
相
須
磨
御
記
」
 
と
題
し
、
上
下
二
冊
か
ら
成
る
が
、
上
 
 

冊
が
注
釈
本
『
菅
丞
相
須
磨
御
記
』
で
あ
り
、
下
冊
は
「
附
録
」
と
称
し
、
「
菅
 
 

丞
相
誕
生
之
事
」
 
「
天
判
山
告
文
之
事
」
 
「
法
性
坊
封
話
之
事
」
 
「
雷
鳴
之
事
」
 
 

「
本
院
大
臣
病
脳
之
事
」
 
「
渡
唐
天
神
之
事
」
 
「
公
忠
蘇
生
物
語
之
事
」
 
「
虫
喰
 
 

歌
之
事
」
 
「
躊
神
所
」
 
の
九
編
の
文
章
を
載
せ
る
。
そ
し
て
、
下
冊
末
尾
に
、
 
 

「
賛
暦
壬
申
夏
四
月
既
望
」
、
す
な
わ
ち
宝
暦
二
年
 
（
一
七
五
二
）
 
四
月
付
け
 
 

の
「
洛
東
散
人
守
黒
窟
掲
病
父
な
る
人
物
に
よ
る
「
後
叙
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。
 
 

そ
こ
に
は
、
「
奴
僕
イ
ニ
シ
年
。
故
菖
ノ
手
ヨ
リ
 
菅
公
須
磨
御
記
ヲ
授
ル
」
 
 

云
々
と
あ
る
。
故
旧
か
ら
入
手
し
た
 
「
菅
公
須
磨
御
記
」
 
が
上
冊
に
収
め
た
注
 
 

釈
本
そ
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
注
釈
本
は
宝
暦
二
年
を
遡
る
こ
と
数
年
 
 

以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
故
旧
か
ら
得
た
の
は
注
釈
 
 

本
で
は
な
く
、
そ
れ
を
底
本
に
し
て
こ
の
奥
書
の
主
が
注
釈
本
を
作
成
し
た
の
 
 

で
あ
る
な
ら
ば
、
宝
暦
二
年
が
注
釈
本
の
成
立
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
お
そ
 
 

ら
く
前
者
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
、
こ
の
注
釈
本
は
十
八
世
紀
の
半
ば
以
前
に
 
 

作
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

北
駕
文
庫
本
の
後
見
返
し
に
貼
ら
れ
た
貼
り
紙
に
は
、
「
元
本
は
應
永
年
中
の
 
 

写
本
二
而
、
む
し
ば
み
多
く
有
之
候
所
」
云
々
と
あ
っ
て
、
元
の
本
は
室
町
時
代
 
 

の
応
永
年
間
 
（
一
三
九
四
－
一
四
二
八
）
 
の
古
写
本
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
 
 

が
、
信
じ
ら
れ
る
記
事
で
は
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
本
書
が
初
め
て
一
書
と
 
 

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
 
『
菅
家
須
磨
記
』
 
の
注
釈
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
 
 
 

三
本
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
九
大
本
に
は
注
釈
文
の
漢
字
に
他
の
二
本
に
 
 

は
な
い
片
仮
名
の
振
り
仮
名
が
多
く
付
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
 
 

2
 
注
釈
の
特
色
と
『
源
氏
物
語
』
 
へ
の
傾
倒
 
 
 

本
注
釈
本
の
形
式
は
、
全
体
を
二
十
八
の
小
節
に
分
け
、
本
文
 
（
振
り
漢
字
 
 

を
多
く
施
す
）
 
の
後
に
約
二
字
分
下
げ
て
注
釈
文
を
を
記
す
と
い
う
も
の
で
あ
 
 

る
。
注
釈
の
内
容
は
、
多
く
文
意
の
解
説
で
あ
る
が
、
事
件
の
史
実
や
、
登
場
 
 

人
物
、
典
拠
あ
る
表
現
の
考
証
な
ど
も
随
時
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
考
 
 

証
は
あ
ま
り
微
に
入
り
細
を
穿
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
簡
明
を
旨
と
し
て
い
る
 
 

よ
う
で
あ
る
。
文
意
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
用
語
の
辞
書
的
な
説
明
は
ほ
と
ん
 
 

ど
な
く
て
、
表
現
の
細
部
や
文
法
に
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
ず
、
と
に
か
く
難
解
 
 

な
本
文
を
わ
か
り
や
す
く
翻
訳
し
て
見
せ
て
い
る
と
い
っ
た
感
が
強
い
。
 
 
 

典
拠
と
し
て
の
 
『
易
経
』
や
『
論
語
』
な
ど
に
は
触
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
 
 

漢
籍
の
引
用
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
一
方
、
『
源
氏
物
語
』
や
『
徒
然
草
』
な
 
 

ど
の
和
文
に
積
極
的
に
言
及
し
て
い
る
の
が
目
立
つ
。
お
そ
ら
く
著
者
は
、
儒
 
 

学
・
漢
学
の
専
門
家
で
は
な
く
て
、
和
学
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
天
神
信
 
 

仰
や
神
道
へ
の
傾
倒
も
窺
わ
れ
な
い
の
で
、
神
道
家
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
 
 
 

何
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
 
『
源
氏
物
語
』
 
へ
の
深
い
傾
倒
ぶ
り
で
あ
 
 

る
。
第
2
3
節
に
お
い
て
、
「
君
が
住
む
宿
の
梢
を
行
く
行
く
と
隠
る
る
ま
で
に
 
 

返
り
見
し
は
や
」
 
と
い
う
道
真
の
著
名
な
和
歌
が
載
る
の
に
関
し
て
、
次
の
よ
 
 

う
に
記
す
 
（
引
用
は
、
前
掲
拙
稿
の
翻
刻
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
。
 
 

（
き
カ
）
 
 

又
、
源
氏
物
語
ま
た
柱
の
巻
に
云
、
「
御
車
ひ
き
出
て
う
ち
か
へ
り
見
る
 
 
 

六
 
 

し
て
他
の
二
本
が
書
名
を
 
「
菅
丞
相
須
磨
之
記
」
 
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
九
 
 

大
本
は
 
「
菅
丞
相
須
磨
御
記
」
 
と
あ
っ
て
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
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も
、
ま
た
は
い
か
て
か
は
み
ん
と
は
か
な
き
心
地
す
。
梢
を
も
め
と
～
め
 
 

て
、
か
く
る
～
ま
て
そ
か
へ
り
み
給
ひ
け
る
。
君
か
す
む
ゆ
へ
に
は
あ
ら
 
 

て
、
こ
～
ら
と
し
へ
給
へ
る
御
す
み
か
の
い
か
て
か
し
の
ひ
と
こ
ろ
な
く
 
 

は
あ
ら
ん
」
 
と
有
。
是
は
、
髭
黒
の
大
将
、
玉
葛
の
君
を
迎
へ
給
ふ
に
よ
 
 

W
瓦
p
瓦
p
爪
 
 

り
、
北
の
方
、
兄
の
宮
式
部
郷
の
御
方
へ
帰
り
給
ふ
時
の
事
也
。
菅
公
の
 
 

「
君
か
す
む
」
 
の
御
詠
を
引
合
た
る
也
。
菅
公
の
御
歌
は
、
君
達
の
御
愛
 
 

恋
を
お
ほ
し
て
よ
み
給
ふ
な
り
。
源
氏
物
語
に
 
「
君
か
住
む
ゆ
へ
に
は
あ
 
 

ら
て
」
 
と
書
し
は
、
髭
黒
の
大
将
に
な
こ
り
を
お
も
ふ
ゆ
へ
に
は
か
へ
り
 
 

見
さ
れ
と
も
、
年
月
を
お
く
り
給
ひ
し
宿
の
な
こ
り
を
お
し
み
給
ふ
と
、
 
 

本
寄
を
と
り
な
を
し
た
る
也
。
 
 

と
、
『
源
氏
物
語
』
真
木
柱
の
巻
に
あ
る
同
歌
を
引
歌
に
用
い
て
い
る
場
面
を
 
 

詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。
「
君
が
住
む
」
 
の
歌
が
 
『
拾
遺
抄
』
 
『
拾
遺
集
』
 
に
道
 
 

真
作
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
は
全
く
言
及
せ
ず
、
『
源
氏
物
語
』
 
 

に
引
歌
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
こ
れ
だ
け
の
字
数
を
費
や
し
て
語
る
の
 
 

で
あ
る
。
注
釈
本
の
作
者
が
い
か
に
 
『
源
氏
物
語
』
 
の
愛
好
者
で
あ
る
か
を
示
 
 

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
菅
家
須
磨
記
』
本
文
の
読
解
に
は
あ
ま
り
役
立
た
な
い
 
 

こ
の
よ
う
な
説
明
を
長
々
と
記
し
た
こ
と
に
は
さ
す
が
に
引
け
目
を
感
じ
た
と
 
 

見
え
、
続
け
て
 
「
此
所
に
用
な
き
注
解
な
れ
と
も
、
菅
公
左
迂
の
お
も
む
き
を
 
 

源
氏
に
模
し
た
る
准
接
を
し
る
す
な
り
」
 
と
の
断
り
書
き
を
し
て
い
る
。
つ
ま
 
 

り
、
紫
式
部
が
 
『
源
氏
物
語
』
 
の
真
木
柱
巻
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
道
真
左
遷
 
 

時
の
状
況
を
下
敷
き
に
し
た
の
だ
と
い
う
、
准
拠
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
 
 

る
。
 
 

真
木
柱
巻
に
さ
え
道
真
の
故
事
を
准
拠
と
し
て
用
い
て
い
る
と
主
張
す
る
の
 
 

だ
か
ら
、
当
然
須
磨
・
明
石
両
巻
の
記
事
に
お
い
て
も
道
真
左
遷
事
件
を
准
拠
 
 

と
し
て
い
る
こ
と
は
力
説
し
て
い
る
。
 
 
 

ま
ず
、
第
2
6
節
に
お
い
て
、
菅
公
一
行
が
須
磨
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
海
が
 
 

荒
れ
、
雷
鳴
が
轟
い
た
り
し
た
場
面
に
関
し
て
、
 
 

此
事
、
源
氏
物
語
須
磨
の
巻
に
、
光
源
氏
の
君
、
さ
せ
る
罪
な
き
に
、
官
 
 

位
を
解
給
ひ
、
直
人
と
な
り
て
、
津
の
国
須
磨
と
云
所
へ
左
迂
し
給
ひ
し
 
 

時
、
三
月
一
日
、
上
巳
の
祓
に
渚
に
い
て
給
ひ
、
御
身
の
罪
な
き
よ
し
を
 
 

早
手
か
 
 

神
に
告
給
ひ
し
時
、
俄
に
四
十
月
吹
、
海
つ
ら
聞
く
、
風
雨
頻
り
に
し
て
、
 
 

そ
れ
よ
り
十
除
目
、
か
み
な
り
・
風
雨
や
ま
さ
り
し
享
有
。
此
菅
公
の
事
 
 

を
模
し
て
書
た
る
也
。
 
 

と
あ
っ
て
、
須
磨
巻
末
尾
の
風
雨
・
雷
鳴
の
く
だ
り
は
こ
の
道
真
の
故
事
に
 
 

倣
っ
て
書
い
た
も
の
だ
と
す
る
。
 
 
 

ま
た
、
続
く
第
2
7
節
で
は
、
橘
季
祐
と
い
う
現
地
の
男
が
漢
詩
に
関
心
を
 
 

持
っ
て
い
て
道
真
と
の
避
逼
を
喜
ん
だ
の
で
、
道
真
は
一
編
の
詩
を
作
っ
て
 
 

「
く
ち
つ
か
ら
す
し
て
あ
た
へ
」
 
た
と
い
う
場
面
に
つ
い
て
、
 
 

源
氏
須
磨
の
巻
に
、
「
騨
の
長
に
く
し
と
ら
す
る
人
も
あ
り
け
る
」
と
書
り
。
 
 

「
く
し
」
 
と
は
、
口
語
・
句
辞
な
と
書
て
、
書
付
す
し
て
口
つ
か
ら
と
な
 
 

ふ
る
を
も
い
ひ
、
又
、
全
章
な
ら
ぬ
聯
句
を
云
。
是
又
、
紫
式
部
、
源
氏
 
 

の
君
の
事
を
書
た
る
に
、
菅
公
の
左
迂
の
事
を
下
に
ふ
ま
へ
て
書
た
る
 
 

也
。
す
へ
て
源
氏
物
語
は
、
寓
言
な
れ
と
も
、
一
言
一
句
も
謹
な
き
事
は
 
 

害
し
る
さ
す
。
い
つ
れ
も
そ
の
時
代
の
事
実
を
ふ
ま
へ
て
し
る
せ
し
也
。
 
 

七
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さ
る
に
よ
り
、
悉
く
皆
寓
言
な
れ
と
も
、
源
氏
に
出
た
る
事
は
、
皆
実
謹
 
 

と
す
。
ま
こ
と
に
甚
妙
の
書
、
吾
日
本
の
至
宝
と
、
前
修
も
賞
奨
し
給
ひ
 
 

し
こ
と
、
宜
也
。
故
に
、
此
須
磨
記
を
見
奉
る
に
、
菅
公
左
迂
の
実
は
、
 
 

源
氏
物
語
を
見
て
准
知
す
へ
し
。
 
 

と
も
書
い
て
い
る
。
「
く
し
」
 
の
語
の
解
釈
に
つ
い
て
は
 
『
源
氏
物
語
』
古
注
 
 

釈
書
の
影
響
が
あ
ろ
う
 
（
『
紫
明
抄
』
 
『
河
海
抄
』
等
は
 
「
口
詩
」
、
『
細
流
抄
』
 
 

『
湖
月
抄
』
等
は
 
「
句
詩
」
 
と
す
る
）
 
が
、
須
磨
巻
の
 
「
騨
の
長
に
く
し
と
ら
 
 

す
る
人
も
あ
り
け
る
」
 
と
い
う
く
だ
り
は
菅
公
左
遷
の
時
の
故
事
を
踏
ま
え
て
 
 

書
か
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
悉
く
皆
寓
言
な
れ
と
も
、
源
氏
に
出
 
 

た
る
事
は
、
皆
実
讃
と
す
」
 
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
。
『
源
氏
物
語
』
 
に
記
 
 

さ
れ
る
話
は
す
べ
て
典
拠
や
准
拠
が
あ
る
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
 
 

こ
の
『
菅
家
須
磨
記
』
を
見
て
い
る
と
、
菅
公
左
遷
の
際
に
生
起
し
た
事
実
は
、
 
 

逆
に
 
『
源
氏
物
語
』
を
見
て
な
ず
ら
え
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
い
る
。
 
 

そ
こ
ま
で
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
が
、
注
釈
者
に
と
っ
て
は
、
『
菅
家
須
磨
記
』
 
 

は
 
『
源
氏
物
語
』
 
の
准
拠
論
の
た
め
の
一
資
料
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
よ
 
 

う
に
こ
の
注
釈
本
の
著
者
は
、
源
氏
研
究
者
か
つ
讃
仰
者
の
視
点
で
 
『
菅
家
須
 
 

磨
記
』
を
見
つ
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

『
菅
家
須
磨
記
』
を
道
真
の
自
作
と
信
じ
る
立
場
に
立
て
ば
、
紫
式
部
が
 
 

『
源
氏
物
語
』
を
書
く
に
あ
た
っ
て
典
拠
と
し
た
菅
公
の
故
事
は
こ
の
 
『
菅
家
 
 

須
磨
記
』
 
で
あ
る
と
も
言
い
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
も
本
書
の
注
釈
者
 
 

の
立
場
は
は
つ
き
り
し
な
い
。
「
菅
公
左
迂
の
お
も
む
き
を
源
氏
に
模
し
た
る
」
 
 

と
言
っ
た
り
、
「
此
菅
公
の
事
を
模
し
て
書
た
る
也
」
 
と
言
っ
た
り
、
「
菅
公
の
 
 

八
 
 

左
迂
の
事
を
下
に
ふ
ま
へ
て
書
た
る
也
」
 
と
言
っ
た
り
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
 
 

『
菅
家
須
磨
記
』
 
そ
の
も
の
に
拠
っ
た
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
ど
う
や
ら
、
注
 
 

釈
者
は
道
真
自
作
を
信
じ
て
い
な
い
の
で
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。
本
書
末
 
 

尾
に
は
、
「
此
須
磨
の
記
は
、
都
へ
の
御
か
た
み
に
か
り
や
姫
に
害
し
る
し
あ
 
 

た
へ
給
ふ
と
見
へ
た
り
」
 
と
あ
っ
て
、
須
磨
で
孫
娘
の
か
り
や
姫
と
別
れ
る
に
 
 

際
し
、
こ
の
作
品
を
著
し
て
形
見
に
与
え
た
よ
う
に
見
え
る
と
言
っ
て
い
る
の
 
 

だ
が
、
そ
れ
も
、
道
真
が
史
実
と
し
て
書
き
与
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
 
 

は
、
そ
の
よ
う
に
見
え
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
体
裁
で
書
か
れ
て
い
る
と
 
 

言
っ
て
い
る
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
源
氏
物
語
』
を
 
 

絶
賛
す
る
口
ぶ
り
に
比
し
て
、
道
真
に
関
し
て
は
抑
制
の
き
い
た
穏
や
か
な
筆
 
 

致
で
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
注
釈
者
の
嗜
好
が
表
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
 
 

す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

三
 
岩
田
友
蹟
注
解
『
菅
公
遺
著
 
須
磨
記
』
に
つ
い
て
 
 
 

1
 
岩
田
友
蹟
の
著
作
と
人
物
像
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
十
八
世
紀
の
末
頃
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
本
格
的
な
 
『
菅
家
須
 
 

磨
記
』
の
注
釈
書
が
著
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
 
 

に
刊
行
さ
れ
た
岩
田
友
晴
注
解
『
菅
公
道
著
 
須
磨
記
』
 
で
あ
る
。
同
書
は
、
宮
 
 

地
又
太
郎
 
（
葉
天
）
 
に
よ
っ
て
東
京
の
菅
公
須
磨
記
発
行
所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
 
 

（
す
な
わ
ち
私
家
版
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
）
 
活
字
本
で
あ
る
が
、
原
本
は
、
 
 

寛
政
四
年
 
（
一
七
九
二
）
 
九
月
の
自
序
を
持
つ
岩
田
友
靖
 
（
生
没
年
未
詳
）
 
の
 
 

著
作
で
あ
る
。
享
和
元
年
 
（
一
八
〇
一
）
 
正
月
の
友
蹟
に
よ
る
 
「
凡
言
」
 
が
あ
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り
、
文
化
六
年
 
（
一
八
〇
九
）
 
二
月
の
秀
穂
舎
主
人
 
（
玉
田
永
教
）
 
の
序
文
が
 
 

添
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
寛
政
四
年
に
完
成
し
、
文
化
六
年
ま
で
に
形
態
が
整
 
 

え
ら
れ
た
 
（
あ
る
い
は
出
版
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
）
 
も
の
と
考
 
 

え
ら
れ
る
。
「
凡
言
」
 
の
後
に
宮
地
葉
天
に
よ
る
 
「
本
書
の
刊
行
に
就
て
」
 
と
 
 

い
う
文
章
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
友
蹟
の
子
孫
で
あ
る
岩
田
鬼
一
郎
な
る
 
 

人
物
が
先
祖
の
著
作
と
し
て
葉
天
に
一
本
を
見
せ
た
の
が
始
ま
り
だ
と
言
う
。
 
 

讃
み
も
て
ゆ
く
に
、
註
繹
者
自
ら
は
、
先
づ
深
く
菅
公
の
威
徳
に
蹄
依
し
、
 
 

時
に
偏
見
と
思
は
る
～
ふ
し
も
な
き
に
あ
ら
ね
ど
、
不
撃
な
る
吾
等
に
は
 
 

批
判
す
べ
く
も
あ
ら
ず
、
只
識
者
に
質
し
、
世
に
紹
介
す
る
の
値
あ
り
と
 
 

こ
そ
覚
ゆ
る
の
み
、
 
 

と
い
う
こ
と
で
、
成
立
後
一
世
紀
ぶ
り
の
刊
行
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
書
名
 
 

に
 
「
菅
公
達
著
」
 
と
冠
す
る
ご
と
く
、
著
者
の
友
蹟
は
も
と
よ
り
、
葉
天
も
 
 

『
菅
家
須
磨
記
』
を
道
真
の
自
著
と
信
じ
て
い
た
。
葉
天
は
、
 
 

近
時
漸
く
学
者
に
よ
つ
て
、
菅
公
の
事
跡
を
討
究
さ
れ
た
る
、
多
く
の
著
 
 

述
も
見
ゆ
れ
ど
、
本
書
の
世
に
在
る
を
漏
し
た
る
は
い
か
に
ぞ
や
、
彼
の
 
 

偽
作
な
り
と
い
ひ
け
る
を
信
ず
べ
か
ら
ん
に
は
、
な
ほ
詮
整
の
要
あ
ら
ん
 
 

。
 
 
 

と
言
い
、
 
 

曾
つ
て
本
居
宣
長
大
人
の
偽
作
と
謂
ひ
し
も
何
の
接
り
と
こ
ろ
あ
り
て
 
 

や
、
本
書
文
辞
拙
な
し
と
い
へ
る
或
は
然
ら
ん
も
、
菅
公
の
著
述
に
此
膿
 
 

の
も
の
な
し
、
彼
是
封
照
の
便
な
く
ん
ば
、
何
を
以
つ
て
菅
公
の
筆
に
あ
 
 

ら
ず
と
い
ふ
か
、
唯
恐
る
～
は
幾
た
び
か
謄
鴬
の
際
、
多
く
の
誤
謬
を
侍
 
 

へ
た
る
な
き
や
の
一
事
と
す
。
 
 

と
言
う
。
本
書
は
、
明
白
に
道
真
の
遺
著
と
し
て
尊
崇
す
る
気
持
ち
か
ら
世
に
 
 

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

著
者
の
岩
田
友
靖
に
つ
い
て
は
伝
記
を
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
葉
天
の
記
す
 
 

と
こ
ろ
で
は
、
 
 

も
と
洞
明
先
生
岩
田
友
靖
大
人
は
警
師
に
て
、
前
に
加
州
侯
に
仕
へ
後
に
 
 

勢
州
に
移
り
、
義
山
藩
典
薬
頭
に
任
せ
ら
れ
、
韻
儒
た
り
き
と
聞
く
の
み
、
 
 

と
あ
る
。
「
本
書
の
末
尾
に
自
著
目
録
の
存
す
る
次
の
如
し
」
 
と
し
て
、
「
岩
田
 
 

洞
明
先
生
著
書
目
録
」
 
を
掲
げ
て
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
全
百
十
九
点
に
及
ぶ
著
 
 

書
名
が
並
ん
で
い
る
。
大
変
な
多
作
の
著
述
家
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。
そ
の
中
に
 
 

は
、
本
書
と
お
ぼ
し
き
「
菅
公
須
磨
記
解
 
全
一
冊
」
 
も
あ
り
、
他
に
道
真
関
係
 
 

の
著
作
に
は
 
「
菅
家
百
首
解
 
令
一
冊
」
 
が
あ
る
。
葉
天
は
、
 
 

姦
を
以
て
大
人
は
、
い
か
に
博
覧
強
記
の
人
た
り
し
か
は
知
る
に
難
か
ら
 
 

ず
、
今
に
し
て
反
す
々
も
惜
む
べ
き
は
、
斯
の
如
き
数
多
の
著
述
を
し
て
、
 
 

後
の
心
な
き
人
の
た
め
に
、
壁
襖
の
下
張
に
用
ひ
捨
て
た
り
と
い
ふ
も
是
 
 

非
な
け
れ
、
本
書
と
共
に
笹
底
に
存
せ
し
数
冊
は
、
之
を
皇
典
講
究
所
へ
 
 

納
付
せ
し
め
た
る
は
、
せ
め
て
も
の
心
遣
な
り
し
。
 
 

と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
多
数
の
著
述
は
ほ
と
ん
ど
日
の
目
を
見
る
こ
と
 
 

な
く
失
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
国
書
総
目
録
』
 
の
著
者
別
索
引
を
見
る
と
、
 
 

岩
田
友
靖
 
（
友
蹟
）
 
の
著
作
と
し
て
、
「
音
韻
百
転
法
」
 
「
菅
家
百
首
解
」
 
（
文
 
 

化
元
）
 
「
神
字
遣
習
」
 
「
神
字
排
」
 
「
神
授
音
戦
陣
図
」
 
「
薮
蓋
奇
字
考
」
 
の
六
点
 
 

が
載
っ
て
い
る
。
「
菅
家
百
首
解
」
 
の
み
慶
應
大
学
蔵
、
他
の
五
点
は
い
ず
れ
 
 

九
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も
国
学
院
大
学
の
現
蔵
に
な
る
。
伊
勢
亀
山
藩
に
あ
っ
て
、
医
業
の
か
た
わ
ら
 
 

神
道
系
の
国
学
者
と
し
て
多
数
の
著
述
を
な
し
な
が
ら
、
そ
の
業
績
は
ほ
と
ん
 
 

ど
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
よ
う
だ
。
没
後
に
唯
一
刊
行
さ
れ
 
 

た
著
作
が
こ
の
 
『
菅
公
遺
著
 
須
磨
記
』
 
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
ど
れ
ほ
ど
人
の
 
 

目
に
触
れ
た
本
で
あ
る
か
は
は
な
は
だ
心
も
と
な
い
。
 
 
 

文
化
六
年
 
（
一
八
〇
九
）
 
二
月
付
け
の
序
文
を
寄
せ
て
い
る
秀
穂
舎
主
人
玉
 
 

り
 
 

田
永
教
 
（
宝
暦
六
年
 
（
一
七
五
六
）
－
天
保
七
年
 
（
一
八
三
六
）
）
 
は
、
著
名
 
 

な
神
道
家
で
、
阿
波
の
人
だ
が
、
京
都
に
出
て
、
は
じ
め
垂
加
神
道
を
学
び
、
 
 

後
に
は
吉
田
神
道
を
究
め
た
と
い
う
（
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
）
。
「
秀
穂
舎
」
 
 

は
家
熟
の
名
。
道
真
関
係
の
著
作
に
は
 
「
菅
家
世
系
録
」
 
（
文
化
六
年
）
 
が
あ
 
 

る
。
葉
天
は
永
教
を
 
「
岩
田
友
蹟
大
人
の
高
足
」
 
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
正
 
 

し
い
な
ら
、
永
教
は
友
靖
の
弟
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
永
教
 
 

の
序
文
は
奇
妙
な
文
章
で
、
「
須
磨
記
」
 
を
感
動
的
な
文
章
と
讃
え
、
こ
れ
を
 
 

偽
書
と
す
る
宣
長
を
非
難
し
、
「
越
の
中
国
に
世
々
の
干
城
た
る
成
田
氏
観
音
」
 
 

な
る
人
物
の
菅
神
崇
拝
を
讃
え
る
内
容
で
、
岩
田
友
備
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
 
 

る
と
こ
ろ
が
な
い
。
成
田
氏
観
音
が
 
「
菅
神
の
睦
月
廿
日
都
を
立
出
た
ま
ひ
し
 
 

を
し
た
ひ
、
文
化
六
の
と
し
其
月
日
を
た
か
へ
す
、
須
磨
に
か
り
の
舎
を
も
と
 
 

め
て
し
か
す
か
の
文
書
の
埋
れ
ん
を
か
な
し
み
、
道
に
済
の
人
に
弘
む
」
 
と
あ
 
 

る
の
は
、
文
化
六
年
の
奥
書
を
持
つ
成
田
長
孝
 
（
梅
甫
）
 
の
書
に
よ
り
同
七
年
 
 

に
刊
行
さ
れ
た
版
本
『
菅
家
須
磨
御
記
』
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 

察
す
る
に
こ
の
序
文
は
、
友
靖
の
著
作
で
は
な
く
梅
甫
の
書
に
向
け
て
善
か
れ
 
 

た
も
の
と
お
ぼ
し
い
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
本
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
は
不
 
 

十
 
 

明
で
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
寛
政
四
年
 
（
一
七
九
二
）
 
九
月
付
け
の
友
靖
の
自
序
に
は
、
本
書
著
 
 

述
の
経
緯
が
簡
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
を
現
行
の
字
体
に
改
め
、
濁
点
、
 
 

句
読
点
を
施
し
て
引
用
す
る
。
 
 

近
ご
ろ
松
岡
玄
達
が
あ
ら
は
せ
る
結
粍
録
を
求
む
。
ふ
る
き
事
さ
ま
ざ
ま
 
 

書
集
め
た
る
も
の
な
り
。
あ
る
時
由
良
時
諸
に
見
せ
け
れ
ば
、
読
終
り
て
 
 

詰
り
け
る
に
、
我
家
に
秘
蔵
す
る
菅
公
左
遷
の
節
の
記
と
て
一
巻
あ
り
。
 
 

何
と
題
せ
る
名
な
し
。
か
の
書
中
に
自
大
夫
の
こ
と
を
記
し
て
、
菅
相
丞
 
 

筑
紫
へ
流
諭
の
時
、
須
磨
記
一
巻
を
作
れ
り
。
京
よ
り
須
磨
ま
で
の
事
を
 
 

記
す
。
其
中
に
自
大
夫
は
伊
勢
の
御
師
な
り
。
上
京
す
れ
ば
か
な
ら
ず
菅
 
 

公
の
家
に
留
止
せ
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
考
ふ
れ
ば
、
こ
れ
ぞ
須
磨
の
記
な
 
 

る
べ
し
と
筐
の
中
よ
り
と
り
出
し
て
見
せ
ぬ
。
つ
～
し
み
て
捧
読
に
、
古
 
 

き
こ
と
の
実
の
み
綴
り
た
ま
ひ
た
れ
ば
、
た
や
す
く
そ
の
深
意
を
得
が
た
 
 

し
。
只
惜
む
べ
く
は
、
本
書
筆
の
運
び
つ
た
な
く
、
つ
い
で
あ
や
ま
り
多
 
 

か
る
や
う
に
お
ぼ
ゆ
れ
ど
も
、
我
さ
へ
に
及
ば
ぬ
わ
ざ
な
れ
ば
、
先
づ
句
 
 

読
を
点
じ
、
須
磨
記
と
題
し
ぬ
。
学
業
の
い
と
ま
に
、
其
言
葉
を
か
れ
こ
 
 

れ
の
書
よ
り
稽
へ
、
な
を
し
も
解
ざ
る
こ
と
は
ゆ
く
く
同
志
に
は
か
ら
 
 

ん
と
思
ふ
の
み
。
 
 

と
き
ざ
ね
 
 
 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
友
靖
が
底
本
と
し
た
の
は
由
良
時
講
の
所
蔵
本
で
あ
っ
た
 
 

よ
う
で
あ
る
。
由
良
時
講
 
（
明
和
四
年
 
（
一
七
六
七
）
－
天
保
元
年
 
（
一
八
三
 
 

〇
）
）
 
は
、
伊
勢
亀
山
藩
士
で
、
暦
算
家
と
し
て
知
ら
れ
、
藩
校
で
算
学
の
指
 
 

導
に
あ
た
っ
た
人
物
だ
と
い
う
 
（
『
国
書
人
名
辞
典
』
）
。
「
凡
言
」
 
に
は
 
「
一
本
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岩
田
友
蹟
注
解
の
特
色
 
 
 

本
書
も
、
注
釈
本
『
菅
丞
相
須
磨
之
記
』
と
同
様
、
本
文
を
短
く
区
切
っ
て
 
 

掲
げ
、
そ
の
後
に
二
字
ほ
ど
下
げ
て
注
釈
文
を
記
し
て
い
る
。
『
菅
丞
相
須
磨
 
 

之
記
』
 
で
は
二
十
八
の
小
節
に
分
け
て
い
た
が
、
本
書
は
そ
の
倍
以
上
の
六
十
 
 

八
節
に
分
け
て
お
り
、
よ
り
こ
ま
か
く
区
切
っ
て
い
る
。
 
 
 

次
に
注
解
の
内
容
で
あ
る
が
、
葉
天
が
「
博
覧
強
記
の
人
」
と
評
し
た
通
り
、
 
 

友
晴
は
実
に
博
引
努
証
ぶ
り
を
見
せ
て
お
り
、
か
な
り
詳
細
な
注
釈
と
な
っ
て
 
 

い
る
。
引
用
・
言
及
さ
れ
た
書
名
・
文
献
名
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
豊
富
で
、
出
 
 

現
順
に
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 

日
本
書
紀
 
和
名
抄
 
百
人
一
首
 
和
漢
名
数
 
催
馬
楽
 
三
才
図
曾
 
 

孝
経
 
大
成
本
紀
（
道
真
著
作
）
 
類
東
国
史
（
道
真
著
作
）
 
古
事
記
 
詩
経
 
 

紫
墨
ニ
テ
加
筆
ノ
本
ア
リ
、
其
違
メ
ヲ
今
コ
ー
ニ
紫
書
卜
拳
ル
ナ
リ
」
と
あ
り
、
 
 

ま
た
、
須
磨
在
住
の
前
田
某
所
蔵
の
 
「
菅
家
須
磨
記
 
従
二
位
賓
積
卿
筆
」
 
な
 
 

る
本
も
見
て
い
る
 
（
成
田
長
孝
の
紹
介
に
よ
る
ら
し
い
。
こ
の
あ
た
り
に
友
蹟
 
 

と
梅
甫
の
接
点
が
あ
る
）
 
よ
う
だ
か
ら
、
友
靖
は
底
本
の
み
な
ら
ず
、
他
本
も
 
 

参
照
し
て
本
文
を
検
討
し
て
い
る
。
「
紫
書
」
 
に
つ
い
て
は
頻
繁
に
そ
の
本
文
 
 

や
付
訓
な
ど
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
先
に
挙
げ
た
壷
井
義
知
奥
書
 
 

Ⅲ
系
の
傍
書
・
欄
外
注
を
持
つ
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
自
序
冒
頭
に
 
 

言
及
さ
れ
た
松
岡
玄
達
 
（
寛
文
八
年
 
（
一
六
六
八
）
－
延
享
三
年
 
（
一
七
四
 
 

け
つ
し
ろ
く
 
 

六
）
）
 
は
京
都
の
医
家
で
、
そ
の
著
『
結
粍
録
』
 
は
宝
暦
九
年
 
（
一
七
五
九
）
 
 

刊
の
随
筆
で
あ
る
。
 
 

易
 
論
語
 
伊
勢
物
語
 
紹
運
録
 
神
社
啓
蒙
 
続
日
本
紀
 
新
撰
萬
葉
 
 

集
 
孫
姫
和
歌
式
 
神
代
音
法
 
宗
徳
経
 
北
野
事
跡
 
日
本
渾
名
 
啓
 
 

二
∴
∴
 
 

事
記
 
結
粍
録
 
菅
原
賓
記
 
菅
原
侍
習
手
習
鑑
 
子
晋
論
 
麗
藻
 
三
 
 

代
賓
録
 
延
書
式
 
古
今
集
 
萬
葉
集
 
大
和
物
語
 
金
花
百
人
首
 
列
 
 

子
 
菅
家
百
首
（
道
真
家
集
）
 
後
按
 
文
選
 
善
事
本
紀
 
拾
芥
抄
 
今
昔
 
 

物
語
 
増
補
本
紀
（
道
真
著
作
）
 
倭
爾
雅
 
空
穂
物
語
 
倭
麿
 
 
 

最
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
 
『
日
本
書
紀
』
 
で
、
そ
れ
は
友
靖
が
神
道
 
 

家
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
の
だ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
古
訓
を
古
代
語
の
用
例
と
し
 
 

て
挙
げ
る
こ
と
が
多
く
、
『
和
名
抄
』
 
の
多
用
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
『
和
漢
 
 

三
才
図
会
』
も
頻
繁
に
引
か
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
京
都
の
地
名
な
ど
、
地
理
 
 

的
な
考
証
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
友
靖
は
加
賀
・
伊
勢
に
住
ん
だ
 
 

と
い
う
が
、
京
都
の
地
理
に
は
相
当
詳
し
く
、
居
住
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
 
 

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

和
文
の
書
物
も
和
歌
・
散
文
と
も
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
目
立
つ
の
 
 

が
 
『
伊
勢
物
語
』
 
の
引
用
で
あ
る
。
『
菅
家
須
磨
記
』
 
の
用
語
を
説
明
す
る
の
 
 

に
 
『
伊
勢
物
語
』
 
の
用
例
を
多
用
す
る
の
は
、
友
痛
が
両
書
に
何
ら
か
の
共
通
 
 

す
る
性
質
を
感
じ
取
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
逆
に
『
源
氏
物
語
』
 
 

に
は
一
切
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
は
、
文
章
に
共
通
性
を
認
め
な
い
ゆ
え
で
 
 

あ
ろ
う
が
、
関
心
も
薄
か
っ
た
の
に
違
い
な
い
。
先
の
注
釈
本
『
菅
丞
相
須
磨
 
 

之
記
』
 
の
場
合
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
で
あ
る
。
 
 
 

語
彙
・
史
実
・
典
拠
な
ど
の
考
証
は
な
か
な
か
緻
密
で
、
納
得
で
き
る
も
の
 
 

が
少
な
く
な
い
。
た
だ
し
、
付
会
の
説
と
思
わ
れ
る
も
の
も
時
々
ま
じ
る
。
「
凡
 
 

十
一
 
 
 



『菅家須磨記』注釈本の展開（妹尾）  ．■い   

言
」
 
の
中
で
、
い
き
な
り
書
名
に
つ
い
て
、
 
 

須
磨
記
卜
申
ハ
、
住
マ
ヌ
気
卜
云
意
ナ
リ
、
又
清
マ
ヌ
気
ト
モ
云
意
ア
リ
、
 
 

ス
マ
 
 

或
ハ
清
眞
ノ
記
卜
云
義
カ
、
 
 

と
記
す
の
は
い
か
が
か
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
開
巻
早
々
冒
頭
の
 
「
昌
泰
ふ
た
は
 
 

し
ら
に
あ
た
れ
る
」
 
に
つ
い
て
、
 
 

W
瓦
p
瓦
p
爪
 
 

昌
ヲ
時
平
公
ノ
女
妻
子
二
属
シ
泰
ヲ
宇
多
帝
二
属
シ
二
柱
卜
見
ル
ナ
リ
 
 

と
言
う
の
は
と
も
か
く
も
、
 
 ブ

タ
ト
シ
 
 
 

ニ
タ
柱
ハ
二
走
ナ
リ
、
二
速
卜
云
義
ナ
リ
、
フ
タ
バ
シ
ラ
ハ
今
所
謂
二
年
 
 

ト
ン
 
 

ナ
リ
、
賓
ハ
二
走
ナ
リ
、
年
ハ
疾
ナ
レ
バ
走
卜
云
フ
、
 
 

な
ど
と
説
明
さ
れ
る
と
、
ど
こ
ま
で
本
気
か
と
疑
い
た
く
な
る
。
葉
天
が
 
「
時
 
 

に
偏
見
と
思
は
る
～
ふ
し
も
な
き
に
あ
ら
ね
ど
」
 
と
言
っ
て
い
る
の
は
こ
の
よ
 
 

う
な
と
こ
ろ
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
本
書
全
体
を
見
 
 

る
べ
き
価
値
の
な
い
も
の
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
 
 
 

た
だ
、
本
書
は
考
証
を
好
む
あ
ま
り
、
文
章
の
読
解
と
い
う
点
で
は
あ
ま
り
 
 

読
者
を
導
い
て
く
れ
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。
先
の
注
釈
本
『
菅
丞
相
須
磨
之
 
 

記
』
が
文
意
の
解
説
中
心
だ
っ
た
の
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 
 

も
と
も
と
文
芸
批
評
的
な
視
点
は
少
な
い
の
だ
が
、
末
尾
の
一
文
に
関
す
る
 
 

言
辞
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
須
磨
に
お
い
て
見
送
り
に
同
行
し
て
き
た
孫
娘
 
 

の
か
り
や
姫
を
都
に
送
り
返
し
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
「
さ
だ
め
な
き
身
ふ
た
～
 
 

び
の
た
い
め
ん
は
か
り
が
た
さ
か
き
つ
け
ぬ
べ
き
に
、
筆
み
じ
か
け
れ
ば
も
ら
 
 

し
ぬ
」
 
と
本
文
は
結
ば
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
友
蹟
は
、
 
 

「
さ
だ
め
な
き
身
」
 
ハ
定
メ
ナ
キ
身
ナ
リ
。
筑
紫
太
宰
府
ノ
帥
二
成
り
玉
 
 

3
 
「
後
按
」
 
に
つ
い
て
 
 
 

先
の
引
用
書
目
一
覧
に
も
掲
げ
た
が
、
本
書
で
は
、
第
5
1
節
に
な
っ
て
初
め
 
 

て
 
「
後
按
」
 
な
る
文
献
の
引
用
が
現
れ
、
以
後
頻
繁
に
引
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

後
按
二
紬
引
月
例
ハ
向
衝
ニ
テ
ム
キ
ッ
ク
ナ
リ
 
 

後
按
二
弾
ハ
糾
ナ
リ
劾
ナ
リ
 
 

後
按
ニ
コ
ノ
弾
正
平
ハ
菅
公
ノ
師
ナ
リ
 
 

な
ど
と
あ
っ
て
 
（
い
ず
れ
も
3
6
頁
）
、
「
後
按
」
 
に
は
語
彙
や
人
物
に
関
す
る
注
 
 

釈
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
「
後
按
」
 
は
 
『
菅
家
須
 
 

磨
記
』
 
の
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
友
靖
は
そ
う
い
う
 
 

書
を
参
照
し
て
い
た
の
だ
。
い
っ
た
い
い
か
な
る
書
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

東
海
大
学
付
属
図
書
館
蔵
桃
園
文
庫
C
本
は
外
題
に
 
「
須
磨
記
後
案
」
 
と
あ
 
 

り
、
延
享
四
年
 
（
一
七
四
七
）
 
の
奥
書
を
持
つ
 
『
菅
家
須
磨
記
』
 
の
写
本
1
4
丁
 
 

に
、
「
須
磨
記
後
案
」
 
と
題
す
る
罫
紙
1
5
枚
に
書
か
れ
た
文
書
を
合
綴
し
た
も
 
 
 

十
二
 
 
 

二
∴
∴
 
 

フ
上
ニ
モ
御
身
イ
カ
ニ
ナ
ラ
ン
ト
歎
ノ
情
至
テ
悲
シ
、
「
ふ
た
ゞ
ひ
の
た
い
 
 

め
ん
は
か
り
が
た
さ
」
 
ト
ハ
再
ビ
ノ
封
面
計
り
難
キ
ナ
リ
。
此
二
句
ハ
此
 
 

記
ノ
骨
子
ナ
リ
ト
知
ル
ベ
シ
、
 
 

と
言
う
。
そ
し
て
、
 
 

此
末
ノ
二
三
句
ニ
テ
千
萬
ノ
験
情
ヲ
内
二
含
蓄
セ
リ
。
誠
二
殊
勝
ノ
妙
文
 
 

ナ
ラ
ズ
ヤ
、
 
 

と
述
べ
る
の
は
、
『
菅
家
須
磨
記
』
 
の
文
芸
的
価
値
を
評
価
し
た
言
辞
と
し
て
、
 
 

す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
 
 



広島大学大学院文学研究科論集 第69巻  β7  

の
で
あ
る
 
（
桃
園
文
庫
に
は
、
こ
の
 
「
須
磨
記
後
案
」
 
だ
け
を
独
立
さ
せ
て
一
 
 

冊
と
し
た
写
本
も
別
に
存
在
す
る
）
。
「
後
案
」
 
に
は
、
「
明
治
九
年
北
野
祭
日
」
 
 

わ
た
り
た
だ
あ
き
 
 

付
け
の
渡
忠
秋
 
（
文
化
八
年
 
（
一
八
一
一
）
－
明
治
十
四
年
 
（
一
八
八
一
）
）
 
 

の
序
文
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
師
匠
で
あ
る
香
川
景
樹
 
（
明
和
五
年
（
一
 
 

七
六
八
）
－
天
保
十
四
年
 
（
一
八
四
三
）
）
 
が
、
晩
年
重
病
の
床
で
、
子
の
景
 
 

恒
と
自
分
に
言
い
遺
し
た
言
葉
に
 
（
適
宜
句
読
点
を
付
し
て
引
用
す
る
）
、
 
 

菅
原
の
お
と
～
の
須
磨
記
と
い
ふ
物
を
、
ち
か
こ
ろ
の
物
し
り
人
ら
後
世
 
 

の
偽
書
な
り
と
見
な
か
し
た
る
説
と
も
あ
り
て
、
世
中
大
か
た
信
む
人
す
 
 

く
な
く
な
り
ぬ
る
は
い
と
も
々
々
あ
た
ら
し
き
事
な
り
。
お
の
れ
は
は
や
 
 

く
よ
り
御
自
記
の
物
な
り
と
見
と
め
て
あ
れ
は
、
そ
の
難
か
き
あ
ら
は
す
 
 

へ
く
お
も
ひ
つ
～
、
つ
ひ
に
え
は
た
さ
さ
り
し
か
と
も
、
此
記
は
ゆ
め
々
々
 
 

疑
ふ
へ
き
物
に
あ
ら
す
と
心
得
へ
し
。
そ
の
く
は
し
き
事
は
今
は
の
息
の
 
 

し
た
に
は
…
・
 
 

と
言
っ
て
後
は
続
か
ず
、
「
須
磨
記
」
 
が
偽
書
な
ら
ざ
る
根
拠
に
つ
い
て
は
聞
 
 

け
ず
じ
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
景
樹
の
意
を
汲
ん
で
、
自
分
は
 
 

『
源
氏
物
語
』
 
の
須
磨
巻
か
ら
道
真
左
遷
の
故
事
を
引
用
・
拠
り
所
と
し
た
と
 
 

思
わ
れ
る
箇
所
を
抜
き
出
す
こ
と
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

本
体
に
は
、
『
湖
月
抄
』
発
端
の
引
用
と
、
須
磨
・
明
石
巻
の
本
文
抜
華
、
 
 

そ
し
て
 
「
近
世
諸
家
説
」
 
と
し
て
、
義
知
奥
書
、
桂
秋
賓
『
ち
か
や
草
』
、
宣
 
 

長
『
玉
勝
間
』
、
伴
苦
践
『
国
文
世
々
の
跡
』
、
尾
崎
雅
嘉
『
群
書
一
覧
』
 
の
そ
 
 

れ
ぞ
れ
 
「
須
磨
記
」
 
に
言
及
し
た
箇
所
の
引
用
か
ら
成
っ
て
い
る
。
 
 
 

香
川
景
樹
の
 
『
菅
家
須
磨
記
』
 
に
対
す
る
評
価
が
わ
か
っ
て
興
味
深
い
書
だ
 
 
 

が
、
ず
っ
と
後
の
明
治
期
の
成
立
で
あ
り
、
友
靖
が
引
い
て
い
る
よ
う
な
語
釈
 
 

は
ひ
と
つ
も
含
ん
で
い
な
い
の
で
、
こ
の
 
「
須
磨
記
後
案
」
 
は
ま
っ
た
く
の
別
 
 

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
『
桃
園
文
庫
目
録
』
 
に
は
 
「
須
磨
記
後
案
」
 
を
香
川
景
 
 

樹
著
と
す
る
が
、
先
の
よ
う
な
内
容
な
の
で
、
景
樹
の
著
作
で
は
な
く
、
門
人
 
 

の
渡
忠
秋
の
編
著
と
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

『
国
書
総
目
録
』
 
に
よ
れ
ば
、
香
川
景
樹
著
と
い
う
 
「
須
磨
記
後
案
」
 
が
京
 
 

都
大
学
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
「
穂
井
田
忠
友
桂
園
翁
二
質
問
の
付
」
 
と
あ
 
 

る
よ
う
に
、
同
じ
く
門
人
の
穂
井
田
忠
友
 
（
寛
政
四
年
 
（
一
七
九
二
）
－
弘
化
 
 

四
年
 
（
一
八
四
七
）
）
 
の
質
問
に
景
樹
が
答
え
た
体
裁
の
書
の
一
部
と
し
て
書
 
 

写
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
実
は
明
治
九
年
渡
忠
秋
の
序
文
を
持
つ
、
桃
国
文
庫
 
 

本
と
同
じ
内
容
の
本
で
あ
る
。
友
靖
が
見
た
 
「
後
按
」
 
が
何
な
の
か
に
つ
い
て
 
 

は
今
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
追
究
し
た
い
。
 
 
 

お
わ
り
に
 
 

『
菅
家
須
磨
記
』
 
の
注
釈
的
研
究
は
、
こ
の
書
の
存
在
が
世
に
紹
介
さ
れ
た
 
 

時
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
近
世
に
お
い
て
は
、
 
 

研
究
の
成
果
は
主
に
写
本
の
行
間
や
欄
外
へ
の
書
き
入
れ
と
い
う
形
で
残
さ
れ
 
 

た
た
め
、
広
く
識
者
の
目
に
触
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
早
く
に
作
 
 

ら
れ
た
二
種
の
注
釈
本
も
、
世
に
流
布
す
る
ま
で
の
読
者
は
得
ら
れ
ず
、
長
く
 
 

忘
れ
ら
れ
た
書
物
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
後
期
の
 
『
菅
公
遺
著
 
須
磨
記
』
 
の
 
 

刊
行
後
も
さ
し
て
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
 
 
 

近
年
に
な
っ
て
、
偽
書
と
呼
ば
れ
る
作
品
に
も
次
第
に
研
究
の
光
が
当
て
ら
 
 

十
三
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れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
日
本
古
典
偽
書
叢
刊
」
 
全
三
巻
 
（
二
〇
〇
四
年
－
二
〇
 
 

〇
五
年
 
現
代
思
潮
新
社
）
 
の
よ
う
な
注
釈
叢
書
の
出
版
も
な
さ
れ
た
。
『
菅
 
 

家
須
磨
記
』
も
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
、
近
代
に
な
っ
て
初
め
て
の
注
釈
書
が
刊
 
 

行
さ
れ
た
（
千
本
英
史
氏
校
注
）
。
そ
れ
ま
で
読
も
う
に
も
読
め
な
い
状
況
だ
っ
 
 

た
 
『
菅
家
須
磨
記
』
が
手
軽
に
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
よ
ろ
 
 

こ
ば
し
い
こ
と
だ
が
、
ま
だ
十
分
に
解
読
で
き
て
い
な
い
憾
み
も
残
る
。
も
ち
 
 

ろ
ん
紙
面
の
制
約
が
あ
る
の
で
い
た
し
か
た
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
ま
で
に
先
人
 
 

が
積
み
重
ね
て
き
た
注
釈
的
研
究
の
成
果
が
あ
ま
り
取
り
込
ま
れ
て
い
な
い
よ
 
 

う
に
見
え
る
の
も
残
念
で
あ
る
。
現
代
の
視
点
で
注
釈
を
行
う
こ
と
を
基
本
姿
 
 

勢
と
し
つ
つ
も
、
先
人
の
努
力
の
跡
は
十
分
に
吟
味
し
た
上
で
取
り
入
れ
る
べ
 
 

き
も
の
は
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
諸
伝
本
を
精
査
し
、
 
 

書
き
入
れ
や
注
記
の
類
を
収
集
・
整
理
す
る
と
い
う
よ
う
な
地
道
な
作
業
が
ま
 
 

た
必
要
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
 
 

〔
付
記
〕
 
本
稿
に
お
け
る
 
『
菅
家
須
磨
記
』
 
の
伝
本
名
は
、
拙
稿
 
「
『
菅
家
 
 

須
磨
記
』
 
の
基
礎
的
研
究
・
序
説
－
諸
伝
本
と
そ
の
奥
書
に
つ
い
て
（
付
・
架
蔵
木
翻
 
 

刻
）
 
－
」
 
（
『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
六
七
巻
（
二
〇
〇
 
 

七
年
十
二
月
）
）
 
に
掲
げ
た
名
称
に
よ
っ
た
。
 
 
 

な
お
、
本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
基
幹
研
究
A
 
「
王
朝
文
学
の
 
 

流
布
と
継
承
」
 
に
お
け
る
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
 
 

る
。
伝
本
の
調
査
・
閲
覧
に
便
宜
を
計
っ
て
く
だ
さ
っ
た
国
文
学
研
究
資
 
 

料
館
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
、
金
沢
市
立
 
 
 

十
四
 
 

玉
川
図
書
館
、
大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
、
東
海
大
学
付
属
図
書
館
、
京
 
 

都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
、
そ
の
他
関
係
機
関
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
 
 

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
『
菅
公
達
著
 
須
磨
記
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
 
 

ブ
サ
イ
ト
の
 
「
電
子
図
書
館
」
 
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
 
に
お
 
 

い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
を
使
用
し
た
。
 
 



Development of the Annotated Editions of Kanke-suma-no-ki 

Yoshinobu SENO 

Kanke-suma-no-ki is a writing dealing with travels which depicts Sugawara Michizane' S mind 

after he lost his position and was left for Dazaifu and also the behaviour of people aside while on the 

journey to Suma. It is not a writing by himself but a pseudo graph made in the Edo period. It is, 

however, in the guise of Michizane' s writing so the archaic expressions are used, which makes it 

hard to understand. Therefore, the scholars made efforts to read the book. There are many 

manuscripts with various kinds of notes between the lines or on the margin of each page. For 

example, Tsuboi Yoshichika made marginal notes for the writing. In the end of the Edoperiod, two 

kinds of full-fledged annotated books were written. In this paper, focusing on the two annotated 

books, I will trace the annotations of Kanke-suma-no-ki in the Edo period. 
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